
 

 

 

 

 

 

 

 

 

早い高校は１２月から入試が始まっています。１月は私立高校推薦入試、公立高校特色化選抜、

高専推薦入試、特別支援学校入試、３０日からは北九州地区の私立高校の一般入試が始まります。

その次は公立高校の推薦入試、高専一般入試、３月は公立高校の一般入試と続きます。ここまで

来たら、自分のもっている力をすべて出すのみです。適度な緊張感と自信をもって試験に臨んでく

ださい。下の言葉は「お守り」です。ぜひ、「心（こころ）」に携帯してくださいね。 

１ 緊張しない人なんていない 
 

 

 

 

 

 

２ 不安はただの足かせ 
 

 

 

 

 

３ 自分を支えられるのは自分だけ 
 

 

 

 

 

４ 足を止めずに、最後まで歩もう 
 

 

 

 

５ 人事を尽くして天命を待つ 
 

 

 

 

 

６ 苦しい期間ももうすぐ終わり 
 

 

 

 

７ 受験生活は人生の糧 
 

 

 

 

８ あきらめなければ逆転できる！ 
 

 

 

 

上の８つの言葉は大学に入学した先輩から高校生の後輩たちに贈った言葉です。中学生の君た

ちにも参考になると思います。（ベネッセＨＰ参考）また、これらのことばは、入試だけでなく、普段

の勉強や部活動、学校生活、家庭生活にも生かせるのではないでしょうか。全体的

には、３年生のみなさんがピンとくる内容だと思いますが、１・２年生のみなさんも今

の自分と照らし合わせながら読んでみてください。板櫃中学校の３年生頑張れ！ 
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＜学校教育目標＞ 
自立 ・ 共生～自立心にあふれ、他を思いやる心をもった生徒の
育成～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 「時を守り、場を清め、礼を正す」生徒（凡事徹底） 
② 自ら考え、正しく判断し、進んで学習や諸活動に取り組む生徒
（自立） 

③ 思いやりの心をもち、協力し合って集団生活の向上に努める
生徒（共生） 

④ 与えられた仕事に対し、役割を果たすことのできる生徒（責
任） 

板 櫃 
いたびつ ＜校訓＞ 

真理の探究 
自主躍進 

受験生に贈る８つの「ことば」～板櫃中の生徒へ～ 

この１年、入試当日に向かってがんばってきたわけですから、緊張しないわけがないです

よね。無理に「緊張しちゃダメだ」と思うのではなく、「緊張するものだ」と割り切ってしまいま

しょう。気持ちが少し楽になりますよ。これまでのがんばりを思い出してみましょう。初めは新

品だった参考書も今ではボロボロに、でも手に馴染むようになっているのではないですか。

それこそ自分ががんばってきた証なのですから、自分を信じましょう。 

何か１つでも不安に感じると、あれもこれもと、心配事がどんどん増えていきます。でも、そ

れはみんな同じです。不安を引きずっているようだと、本番で本当の実力を発揮できません。

入学後の高校生活を想像して、前向きな気持ちで過ごしてください。振り返ってから悔やむ

のは、試験が終わってからでも遅くないですから。 

合格するかどうかなんて、学校の先生にも、塾の先生にも、誰にもわかりません。自分の手

でつかみ取るしかないのです。「どんなことがあっても合格する！」、そういう心構えで自分を

支えてください。無理をしても、笑っていてください。「自分が一番できるんだ」と思い込んでく

ださい。最後の最後に頼れるのは、自分自身ですよ！ 

今のがんばりが、将来の夢や目標を叶えることにつながります。ここまでがんばってこられ

たのも、叶えたい思いがあったからではないですか？立ち止まっていては何も始まりません。

「何が何でも合格するぞ！」と思える人が、最後まではい上がっていけるのです。 

「人事を尽くして天命を待つ」。できる努力をやり尽くしたら、後は運命に任せてただ待つ

のみ、という意味です。今みなさんがすべきなのは、入試に向けて勉強すること。合格通知を

見てガッツポーズをしている姿を想像しながら、もう少しの間だけがんばってみてください。き

っと合格は向こうから舞い込んでくるはずです。 

長かった受験生活も、もうすぐ終わりですね。これまで苦しいことがたくさんあったと思いま

すが、ここまできたら、あとは入試会場で力を尽くすだけ。いつもの自分を信じて、一点でも多

く取るつもりで目の前の問題にぶつかっていきましょう。 

受験生活に、無駄な努力なんて１つもありません。辛い経験や我慢の積み重ねは成長につ

ながります。受験生活で得られるものは勉強の成果だけではないのです。絶対に今後の人生

に役立ちますから、あきらめずに前に進んでください。 

何より大切なのは、あきらめないこと。ありふれたことですし、何度も言われているかもしれ

ませんが、多くの先輩が受験を通して実感しています。最後まで結果はわかりませんから、全

力で挑んでみてください。 


